
 

 

 

平成２６年度学生支援プロジェクト事業成果報告書 

 

棚田発！日本のこころプロジェクト 
 

        代表者  田中 花奈  （農学部応用生命科学科２年） 

 

 

 

１．目的と概要 

 近年、棚田はただ米を作るだけではなく、文化的景観としても注目を集めています。本

プロジェクトを実施した小豆島町中山地区の棚田は全国棚田百選にも選ばれ、映画「八日

目の蝉」の舞台ともなり、香川の誇りです。しかし、現実では住民の高齢化・人口減少な

どにより、耕作放棄地が年々増加し、その景観は失われつつあります。2013年の夏、SUIJI

（日本とインドネシアの６大学による共同プログラム）で小豆島を訪れた私たちは、「地

元の伝統を、この美しい景観を守りたい」という地域の強い思いに感銘を受けました。そ

して、「私たちにも何かできる事はないだろうか」と考え、本プロジェクトを立ち上げる

に至りました。このプロジェクト事業では、香川大学学生で支援グループを立ち上げ、今

年から始まる中山地区事業「棚田オーナー制度」の支援ボランティアに参加すると共に、

自分たちでも稲作や地域伝統文化活動に参加することで、棚田を中心とした持続可能な地

域社会の未来創生について、地域住民と考えていく事を目的としています。また、フェイ

スブックなどのソーシャルネットワークサービを用いて私たちの活動を広報し、多くの学

友、県民に中山地区の棚田について知ってもらう機会を設けたいと考えています。 

 
 
２．実施期間（実施日） 
 平成２６年４月２２日 から 平成２７年３月３１日まで 
 
 
３．成果の内容及びその分析・評価等 
水路掃除 実施日 4月 21 日(日) 

中山地区の稲作の始まりは、まず、水路掃除から始まりました。中山地区は、湯船山か

ら出る湧き水を使用して稲を作るため、その山を囲むように水路が張り巡らされています。

長さは 2km ほどあり、冬の間にそこにはたくさんの落ち葉がたまります。毎年 4 月の休日

には、農家の方総出で数時間に及ぶ大掛かりな掃除が行われます。除かれた落葉はそのま

ま森林の肥料として、無駄なく使われています。今は失われつつある、自然と人が密着し

た生活様式が、人々の強い思いによって脈々と受け継がれています。 

 今年は、この水路掃除に私たち 10名程が加わり、活動の手伝いをさせて頂きました。水
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そしてすぐに燃え尽きて落ちてしまわないように太い竹にはアルミホイルを巻く、これは

虫送りをより楽しめるように地域の人々が模索した結果です。火手は、300本以上作る事が

でき、その本数は去年よりも多かったそうです。「やはり人が多いと、たくさん作る事が

できるし、なによりみんなのやる気が出る」と役場の方は嬉しそうに話していました。約

300年続く中山地区の伝統行事に、サポート・運営する側として参加することができ、私た

ち学生にとって非常によい経験になりました。 

 

◯オーナー制度の手伝いの様子 
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 虫送りの様子 

 

９月・10 月・・・稲刈り、オーナー制度のボランティア 

 9月は、私たちの田の稲刈りと、オーナー制度の稲刈りの手伝いを行い、鎌を使って自分

たちの手で稲を刈りました。稲刈りでは、農家の方に昔ながらの稲の束ね方を教えて頂き

ました。この稲の束ね方は稲の枯れた部分を使って束ねる方法で、何度も農家の方にお手

本を見せて頂きながら、最後には自分 1 人で稲を束ねられるようになりました。この方法

なら余分な縄もいらず、資源の節約になります。中山地区にはこのような知恵があること

にあらためて気がつきました。 

 9月の稲刈りの反省として、稲刈りが行われた時期が夏休み期間ということもあり、参加

メンバーの都合がつかず、稲刈りに参加できた学生が他の活動よりも極端に少なくなって

しまったことが挙げられます。稲刈りの日程はその年の天候に大きく左右され、活動の計

画を立てる時点で詳細な稲刈りの日程が決められず、参加メンバーに予定を空けてもらう

のは簡単ではありませんでした。しかし、どのタイミングでも一定数の学生が稲刈りに参

加できるように、学生を各タイミング（週ごと）に割り振るなどの工夫をするべきでした。

今回の稲刈りの教訓は、今後、活動を行う際、可能な限り多くの学生が活動に参加できる

ようにするために活かしていきたいです。 

 オーナー制度のボランティアとしては、オーナーの方々のために昼食（素麺とおにぎり）

を作りました。 

 10 月は、虫送りと並んで大切な行事である、農村歌舞伎の見学に行きました。中山農村

歌舞伎の起源は、今から約 300 年前の江戸時代中期、お伊勢参りに出かけた島の人々が、

上方に伝えたとされています。それ以来、中山地区では毎年農村歌舞伎を行ってきました。

役者は地域の大人から小学生と幅広く選ばれており、伝統芸能は絶える事なく世代に伝え

られています。出演者の方々の力強い演技が印象的で、中山地区の棚田とは違う魅力を肌

で感じるとともに、この農村歌舞伎についても外部へ発信していきたいと思いました。 



 

 

9 月・10 月の活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 秋の棚田 稲刈り機を操作している様子 
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 米の収穫 調理風景 
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11 月・・・収穫祭でお披露目 

 11 月には、私たちの学部祭である「収穫祭」が開かれました。私たちは中山地区の魅力

をまず、香川県の人々にもっと知り、興味を持って頂くために、収穫祭で棚田のブースを

設けて、いくつかの催しを行いました。1つは、私たちが収穫した棚田米を使ったおにぎり

の無料配布及びアンケートの実施です。前日に下ごしらえをして、朝早くから総動員で 300

個ほど握ったのですが、約 30分でなくなるほどの人気ぶりでした。加えて、おにぎりを受

けとった人には、アンケートにご協力頂けるよう呼びかけ、101人のアンケート結果が集ま

りました。 

 また、棚田や農業の事を知ってもらうために、クイズを出題し、正解した方には棚田米 2

合を先着 50名様にプレゼントしました。こちらも人気で、用意した棚田米はおにぎりと同

様にすぐになくなりました。あまりの盛況ぶりにこちらも大変驚き、来年は数を増やして

より多くの方に棚田米を味わってもらえるようにしたいと感じました。 

 棚田のブースには、私たちが撮った写真を掲示したり、棚田についてわかりやすくまと

めたリーフレットを用意したりして、来場者が楽しみながら棚田について学べるようにし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クイズ用紙  クイズの回答 
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図 5：中山
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 棚田を残していきたいか、については 90％以上の人が「はい」と答えてくれました。具

体的な例としては、やはり学生や若い人たちと協力すべきという声が多数上がり、私たち

のような活動の必要性を感じました。 

 

 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

 この事業が本学や地域社会等に与えた影響について 3点挙げます。 

 まず 1 つ目は、私たちの活動が複数のメディアに取り上げられ、多くの人に中山地区の

棚田について知っていただける機会をつくることができたことです。メディアで取り上げ

いただいたものの中の 1つが、KSB瀬戸内海放送で、その記者である東山真理さんから取材

を受けました。東山真理さんは今年から始まるオーナー制度についての番組を作る計画を

しており、6月から定期的に中山地区を訪れていました。「学生の頃からこういった事をし

ている学生さんたちは滅多にいない」と褒めて頂き、番組の中で私たちの活動も紹介して

頂ける事になりました。メディアで取り上げられたもう 1 つの例として、JA 雑誌「地上」

の写真担当者の大塚雅貴さんの取材があります。虫送りの時にお会いした大塚さんからは、

「学生が地域に根ざした活動をしていると聞き、是非詳しく話を聞きたい」とインタビュ

ーを受けました。大塚さんは私たちの活動に熱心に耳を傾けてくれ、「インタビューを記

事で触れたい」と言って頂き、中山地区の棚田特集があった号に、私たちの活動時の写真

と活動内容について、記事に載せて頂きました。このように、私たちの活動がさまざまな

メディアで世間へ発信されたことにより、中山地区の棚田について、その美しさや保全の

大変さを多くの人に伝えられ、これが棚田の保全への 1 つのステップにつながると考えて

います。また、香川大学の学生が地域の方々と一体となって活動していることを、メディ

アを通じてたくさんの人に発信でき、香川大学が地域と密着して、地域社会に貢献してい

ることを人々に知っていただいたよい機会になったと考えています。 

 私たちの事業が本学や地域社会等に与えた影響の 2 つ目は、中山地区の棚田で収穫され

たお米が農学部の収穫祭で使われたことです。池戸会会長である五井正憲先生が、私たち

の活動を知って「学生達が携わっているお米を是非使いたい」と話を持ちかけてくださり、

収穫祭の餅つきやポン菓子に、中山地区の棚田米を使ってくださいました。中山地区の棚

田米が収穫祭に使われたことは、来場者に中山地区の棚田のお米を実際に食べてもらい、

中山地区の棚田米について知ってもらった点で有益だったと考えています。複数のお客さ

んから「棚田米はどこで買えますか？」といった具体的な質問があったことなど、実際に

試食された来場者の反響が大きかったことから、棚田米を収穫祭で用いた影響は大きかっ

たと考えています。今回の収穫祭の結果を踏まえて、来年以降の収穫祭で、棚田米の販売

を行うことを目標の 1つにしています。 

 3つ目は、本学の広報に取り上げていただいた事です。この度取り上げていただいた広報

は「KADAIGEST」と「かがアド」で、どちらも私たちの活動がどんなものかを丁寧に記事に

してくださり、香川大学の学生に興味を持ってもらえるよう工夫をして頂きました。この

広報によって私たちの活動を知った学生が新しくメンバーに加わったので、今後活動を拡

大していくのに追い風になると考えています。かがアドは、大学の HPでも大きく取り上げ



 

 

て頂いたので、これから受験を考えている高校生などや保護者の方に香川大学がどういっ

た活動をしているかを知ってもらういい機会になったと考えています。また、この他にも、

「学長と話そう」という催しで活動報告をさせて頂く場を設けて頂きました。学長に夢チ

ャレンジプロジェクト事業で具体的にどういった事がなされているかを直接伝える事が出

来たのは、今後の夢チャレンジプロジェクト事業を続けていく上で、とてもいい機会にな

ったと思います。 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 
私たち香川大学の学生は、様々な県の出身者で構成されています。棚田プロジェクトメ

ンバーも例外ではありません。その中のほとんどは香川大学農学部で学ぶ事だけを目的と

して入学しました。しかし、こういったプロジェクトに参加するうちに、「香川に対して

注目するようになった」という声が多く上がりました。「ただ勉強するだけだと思ってい

たのに、地域に対して興味が出てきた」など、地域と大学のあり方について深く考えるよ

うになったという意見がメンバーから多数挙がりました。普通に学生生活を過ごしていた

ら、出会えなかった学校の人々や地域の方々、さまざまな業種・年代の方々と「地域を活

性化する」というひとつの大きな目標の下で活動できたのは、貴重な経験だと思います。

将来の方向性が決まっていないあるメンバーは、「将来こういった活動を行うために勉強

する」と、勉強の意欲向上にも繋がったと言っていました。1年間を通して、こういった活

動を行う事はけっして簡単な事ではありません。しかし、その苦しさを乗り越えて得た経

験は、勉強だけでは決して得る事のできないものだと思います。 

 
 
６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等 

 大きな反省点としては、人数が集まらない日があったこと及び収穫祭の準備不足です。

小豆島での活動は主に休日に行ないましたが、日程の決定においては、天候や地域の方の

予定など、さまざまな考慮すべき点があり、また学生もバイトや部活動があるため、参加

者がとても少ない日があった、という事がしばしば見受けられました。そのために、小豆

島の方には度々迷惑をかけ、非常に申し訳ない事をしたと感じています。来年度以降は、

前年度の流れが分かっているため、あらかじめこの辺りは空けておくなど、日程調整が可

能になると思います。準備不足においても、収穫祭の各リーダー(調理班・アンケート班・

パンプレット班)で十分反省し、来年度は夏休みである 9月頃から下準備をする、という話

でまとまりました。 

 今後はアンケート調査結果を元に、小豆島役場の方と今後の予定などの話し合いをし、

メンバーを随時増やしながら来年度以降も続けていきたいと考えています。また、収穫祭

では棚田米の販売を試みたいと計画を練っています。 

 最後になりましたが、私たち学生の活動に尽力してくださった小豆島町役場の方々、中

山地区自治会の皆様、そして農学部田島先生、松村先生に感謝の言葉を申し上げます。こ

こで得た経験を活かし、地域に貢献できる社会人になりたいと思います。本当にありがと



 

 

うございました。 

 

 

７．実施メンバー 

  代表者 田中 花奈  (農学部 2年) 

  副代表 辻  則夫  (農学部 3年) 

      門田  舞  (農学部 2年) 

      豊永 大地  (農学部 2年) 

構成員 田中 佐和  (農学部 3年) 

遠山  拓  (農学部 3年) 

富井あかり  (農学部 3年) 

西川 香澄  (農学部 3年) 

橋井 圭介  (農学部 3年) 

長谷川友美  (農学部 3年) 

尾崎 佳苗  (農学部 2年) 

黒田 りか  (農学部 2年) 

小阪 沙波  (農学部 2年) 

杉本 美帆  (農学部 2年) 

寺地真由子  (農学部 2年) 

橋爪 雅人  (農学部 2年) 

細谷 千恵  (農学部 2年) 

堀  晃宏  (農学部 2年) 

松岡 真希  (農学部 2年) 

松本  唯  (農学部 2年) 

真鍋 芹菜  (農学部 2年) 

吉岡 杏奈  (農学部 2年) 

坂田健太郎  (農学部 1年) 

請川 雄哉  (農学部 1年) 

江口 祐基  (農学部 1年) 

貞松 千琴  (農学部 1年) 

田野 雅子  (農学部 1年) 

松村 大地  (農学部 1年) 

吉田 光寿  (農学部 1年) 


